
令和 2年度第８回中郷区地域協議会次第 

 

 

 

日 時:令和 2年 11月 24日(火)16時 30分～ 

場 所:中郷コミュニティプラザ ホール 

 

 

１ 開 会 

 

２ 報 告 

 

 （１）上越地区における広域最終処分場の整備に向けた候補地検討委員会の

進捗状況等について・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料№1 

 （２）関山演習場における日米共同訓練について ・・・・資料№2-1～2-2 

 

３ 協 議 

 

（１）自主的審議事項について・・・・・・・・・・・・・・・・資料なし 

 

（２）意見交換会について・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料№3 

 

４ その他 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 

 



資料№１

第８回　中郷区地域協議会

R2.11.24



上越地区における広域最終処分場の整備に向けた
候補地検討委員会の進捗状況等について

（中郷区地域協議会説明資料）

令和２年11月24日（火）

新潟県県民生活・環境部廃棄物対策課



 産業廃棄物は建設現場、製造工場、農業など
様々な場所から発生します

産業廃棄物は事業活動に伴い
発生しています

ガラス陶磁器くず, 
24.6

がれき類, 14

その他産業

廃棄物, 14

鉱さい, 11.3

廃プラ, 11.2

燃え殻, 
11.1

その他, 13.9

 県内に産業廃棄物最終処分場がないと、
処理費用が高額になり県内産業の競争力低下
につながります

種類別最終処分量
年間最終処分量
16万6千トン

最終処分場は県内の産業を下支えする
大切な施設です

 排出された廃棄物は、破砕や焼却など処理さ
れてリサイクルされるものがほとんどです
が、どうしても最終処分しなければならない
ものがあります

 現在、県内の産業廃棄物の大半が「エコ
パークいずもざき」で処分されています

エコパークいずもざき, 
51.7 他の民間施設, 

48.1

自社処分, 0.2

エコパークいずもざき

 安定的な処分容量の確保のために、県は上
中下越に公共関与による広域最終処分場の
整備が図られるよう取組を進めています

 産業廃棄物の処理は排出事業者の責任と
されていますが、民間の整備が進んでい
ません

上越市の一般廃棄物、震災
や豪雨に伴う災害廃棄物も
受け入れています



上越地区における広域最終処分場整備に係る基本方針（概要）

１ 基本的な考え方

２ 産業廃棄物処理の現状と課題

３ 施設整備計画

◆ 施設の概要（目安）
〇 管理型最終処分場を整備。
〇 埋立期間 エコパークを参考に、概ね15年間。
〇 埋立容量 県内の産業廃棄物の処分動向やエコパークでの処分

実績などを勘案し、90万ｍ３程度。
〇 受入廃棄物 県内の産業廃棄物のほか、上越市などの一般廃棄

物、その他県内市町村の災害廃棄物。

◆ 候補地の選定方法
〇 選定過程の透明性を確保し、選定理由の説明責任を十分に果た
せるよう留意しながら進める。

〇 順次選定条件を整理しながら候補地を絞り込む。並行して公募を
行う。

◆ 整備・運営主体
〇 エコパークの施設整備・運営経験を持つ環境保全事業団を基本。

◇ 経緯
〇 平成４年10月、環境保全事業団を設立。平成11年４月、出雲崎町に「エ
コパークいずもざき」を供用開始。
〇 上越地区では平成19年、上越市が宮野尾地区を適地として公表し地元
説明に入るが、理解が得られず平成30年６月断念。事実上白紙となった。

◇ 整備に当たっての基本的な考え方
〇 産業廃棄物処理は排出事業者責任が原則だが、民間整備が進まず、こ
れを補完する公共関与の処分場整備を上・下越地区で進める必要がある。
〇 次期処分場の誘致を表明している自治体は上越市のみ。これまでの経
緯も踏まえ、上越市内で候補地を選定。
〇 選定過程の透明性、客観性を確保するため、候補地検討委員会を設置
し、学識経験者等の意見を聞きながら候補地を選定。

◇ 現状
〇 平成30年度排出量は886万2千トンで、25年度
と比べ37万１千トン増加。
〇 平成30年10月からエコパーク第３期処分場を
供用開始したが、13年後には満杯になる見通し。

◇ 課題
〇 県内の最終処分場の残余年数は、全国と比べて短い状況。
〇 近年、大規模自然災害が頻発。災害廃棄物の円滑処理への対応も考慮。

「新潟県総合計画 ～住んでよし、訪れてよしの新潟県～」

■ 廃棄物の適正処理の推進と処理基盤の整備

最終処分場については、安定的な処分容量の確保のため、今後、上
越・下越地区において、公共関与による広域最終処分場の整備が図ら
れるよう取組を推進する。

＜今後の整備目標スケジュール＞

2019 2020 2021 2022 2029 2030 2031

基本方針 〇

候補地検討委員会

候補地選定 (複数) 〇

地元、関係者説明

基本計画

用地交渉

環境影響評価

実施設計

建設工事

供用開始 〇

2023　　～　　2028
項目

年度



① 約10ha以上の敷地が確保できる
※ 住宅や事業所、一団の農地、ト

ンネル等がある場所は除く

② 沢地形や平地が含まれる
③ 既存道路から2km以内の場所

候補地検討委員会における選定作業の経緯

１．処分場の立地が困難と考えられる
場所（立地回避区域）を除外

・国定公園
・自然環境保全地域
・砂防指定地
・地すべり防止区域
・活断層付近
・浸水想定区域
・水道水源保護地域から1km以内の

場所など 計13項目

２．立地回避区域以外の場所から
処分場の立地が可能と考えられる
場所を選定

46か所を選定

【１次選定項目】

①環境条件
・希少動植物
・上越市レッドデータブックの

重要な地域
・民家等からの距離

【公募】

①応募要件
・上越市内の土地であること
・概ね５ha以上の面積を確保できる

見込みであること
②応募できる方

・応募地の全部又は一部を所有してい
る方

・応募地の所在する町内会の長

旧上越市から２件

20か所を選定

第１次選定 第２次選定

【２次選定項目】

第３次選定

【３次選定項目】

①環境条件
・下流域の利水状況
・生活環境への影響
・自然環境への影響
・沿道への影響

11か所を選定

②地形・道路等条件
・地形の状況
・積雪の状況
・運搬効率

③法的規制等の手続
・立地回避区域
・農用地区域
・その他の規制区域

②建設条件
・法規制による指定状況等
・地形の状況
・用水・電力の確保
・土地所有者の状況

③運搬条件
・運搬効率
・搬入道路の整備
・積雪の状況



３次選定結果

調査対象地：11箇所

※ 合併前の上越市を、
「旧上越市」と表記。

資料３－１

＜３次選定項目＞
・環境条件

下流域の利水状況
生活環境への影響
自然環境への影響
沿道への影響

・建設条件
法規制による指定状況等
地形の状況
用水・電力の確保
土地所有者の状況

・運搬条件
運搬効率
搬入道路の整備
積雪の状況

２箇所

１箇所

２箇所

自治区名 調査対象地の数
旧上越市 3
柿崎区 6
中郷区 2

６箇所

柿崎区

中郷区



 選定された候補地への地元説明

 エコパークいずもざきの見学会

整備候補地選定に向けた今後の予定

候補地検討委員会 第４次選定

【４次選定項目】

最終候補地の選定1. 現地状況（現地調査）
・土地利用の状況
・道路の状況
・地形・地質の状況
・植生の状況
・その他

2. ３次選定までの項目の再評価

① 環境条件

② 建設条件
③ 運搬条件

3. 概略設計計画案

4. 概算事業費案

令和３年2月頃開催予定

３～５か所を選定
※具体的な候補地の場所は

この段階で公表予定

県が建設予定地を決定

令和３年度以降
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中郷区民との意見交換会について 

 

 

 

１．開催日時   令和３年１月２３日（土）又は２４日（日） 

         午前１０時から１１時又は午後３時から４時 

 

２．開催場所   はーとぴあ中郷研修室又は中郷コミュニティプラザホール 

 

３．内  容   勝馬基金の使途に関すること 

「未来の子ども達がいつまでも住み続けたいまちづくり」をテーマと

した夕日ヶ丘の整備などの使途事業（案）、事業年度、基金積立終期

などの説明 

 

４．参 集 者   ・町内会長、成壮年会、子供会、老人会 

（若い人の参加をお願いする） 

・まちづくり振興会 

・各種団体（保育園保護者会、小中ＰＴＡ） 

・南部まちづくり協議会 

 

５．役割分担   ・司会進行 

         ・内容説明 

         ・意見交換会時進行 
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第８回 中郷区地域協議会 
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